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教
育
委
員
に
竹
内
俊

平
成

2
年
度
決
算
な
ど

叩
議
案
を
認
定
・
可
決
・
承
認
・
同
意

．．．．．． 

5也~百~

平
成

3
年
第

3
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

9

月刊
υ
日
か
ら

U
日
ま
で
の
刊
臼
聞
に
わ
だ
り
開
か
れ

ま
し
だ
。
議
会
で
は
、
平
成
2
年
度
決
算
な
ど
初
議

案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定
・

可
決
・
承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
だ
。

日

程

と

概

要

開
会
日
の
口
日
は
、
提
案
さ
れ

た
口
議
楽
に
対
す
る
提
案
埋
由
説

明
や
平
成
2
年
度
決
算
案
件
に
対

す
る
民
査
委
員
か
ら
の
決
算
審
各

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
日
は
上
程
案
件
に
対
す
る
質

疑
が
、
幻
日
に
は

7
人
の
議
員
か

ら
町
政
全
般
に
わ
た
る
代
表

・
一

般
質
問
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、
上

程
案
件
な
ら
び
に
請
願

・
陳
情
等

3
件
が
そ
れ
ぞ
れ
所
菅
の
常
任
委

員
会
へ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

M
日
お
よ
び
お
日
は
、
議
会
か

ら
付
託
さ
れ
た
上
桜
案
件
な
ら
び

区
制

・
政
党
法
に
反
対
し
、
議
員

定
数
の
抜
本
是
正
を
求
め
る
意
見

書
採
択
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の

状
況
を
勘
案
し
、
そ
れ
ぞ
れ
継
続

審
査
に
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。環

境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま

L
た
。

1

若
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
自
転
車

遅
場
の
設
置
は
昭
和
日
年
比
月
議

会
で
も
請
願
が
採
択
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
笑
現
を
一凶
ら
れ
た
い
。

め
ま
ど
い

包

保
育
所
地
設
の
雨
樋
や
グ
ラ

ン
ト
排
水
の
不
備
、
避
難
通
路
手

摺
や
遊
具
の
腐
食
な
ど
を
放
置
す

る
こ
と
な
く
、
点
検
の
上
対
処
さ

れ
た
い
。

3

ご
み
の
減
量
化
、
再
資
源
化

等
を

「対
策
検
討
委
員
会
」
で
強

力
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
新
川

広
域
圏
で
の
取
組
み
を
働
き
か
け

ら
れ
た
い
。

4

社
会
福
祉
事
業
の
強
化
を
図

る
た
め
の
社
会
福
祉
事
業
基
金
の

桁
立
て
に
、
町
の
協
力
を
い
た
だ

き
た
い
。

5
泊
病
院
の
祉
会
保
険
医
療
機

関
指
定
に
取
り
組
ま
れ
た
い
。

に
詰
願

・
陳
情
等
が
各
常
任
委
員

全
で
慎
重
に
審
査
さ
れ
、
最
終
日

の
幻
日
に
は
、
委
員
長
報
告

・
討

論
を
続
て
操
決
の
結
果
、
上
程
さ

れ
た
口
議
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
認
定

・
可
決

・
糸
認
さ

氏
任
命
同
意

1fillii?JJ司!liiil_~直面

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
「
朝
日
町
教
宵
委
民
会

の
安
員
を
任
命
す
る
た
め
同
意
を

求
め
る
件
」
が
上
松
さ
れ
、
原
案

の
と
お
り
同
・
立
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
2
議

案
が
追
加
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議

の
後
、
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ

手
品

I
レ
れ
～
。

な
お
、
請
願
4
件

・
陳
情
等
2

件
は
、
採
択
2
件
、
継
続
審
作
4

件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・

可
決

・
本
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
尚
一
般
で
次

B

泊
病
院
の
不
良
債
務
解
消
の

た
め
、
医
業
収
品
訟
の
雌
保
に
一

一層

努
力
さ
れ
た
い
。

要
望
の

「
在
宅

・
寝
た
き
り
高

齢
者
福
祉
金
所
得
制
限
緩
和
に
つ

い
て
」
お
よ
び
前
回
か
ら
継
続
審
査

し
r
な
っ
て
い
た
請
願
の
「
国
民
健

康
保
険
税
の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
」

は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案
し
、
そ

れ
ぞ
れ
継
続
審
去
に
す
べ
き
も
の

F
決
し
ま
し
た
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
認
定

・

司
決

・
承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

近
年
の
漁
業
経
営
の
悪
化
、

水
産
物
の
消
費

・
流
通
の
多
様
化

な
ど
、
漁
業
協
同
組
合
を
取
り
巻

の
要
望

・
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

ヒ
l
チ
ボ
ー
ル
競
技
に
つ
い

て
、
県
外
を
重
点
に
、
目
標
を
設

定
し
た
普
及
活
動
を
推
進
さ
れ
た

tν 2

小
丸
山
グ
ラ
ン
ド
の
多
目
的

な
有
効
利
用
の
検
討
「
特
に
ス
ポ

く
離
し
い
環
境
に
対
応
で
き
る
体

制
づ
く
り
の
た
め
の
漁
協
合
併
の

推
進
を
、
県
な
ど
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
杭
極
的
に
指
導
さ
れ

J
j」

t
v

。

E

県
か
ら
管
理
を
移
管
さ
れ
た

朝
日
小
川
ダ
ム
周
辺
環
境
監
備
地

設
に
つ
い
て
は
、
維
持
管
理
に
十

分
立
を
配
す
る
と
と
も
に
、
観
光

施
設
と
し
て
そ
の
活
用
を
図
ら
れ

～，L
W

、。

a
守’’’し
V請
願
の
「
米
市
場
開
肱
阻
止
な

ら
び
に
平
成

3
年
産
米
の
政
府
買

入
価
格
、
米
穀
政
策
の
確
立
に
つ

い
て
」
お
よ
び
「
町
道
拡
幅
改
良
促

進
に
つ
い
て
」
は
、
願
意
妥
当
と

認
め
、
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

!!jl.'1~ 

9
月
議
会
で
は
、
ア
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
だ
り
、
お
件
の
代
表
・
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
芯
も
の
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

・，Z
J
U
A
J
Zパ
Z
－

山
町
内
甲
山
市

h
m
v

・v
・‘

Z
U
z

－－一工』二．
τ
一、

多
目
的
訴
し
I
…版
建
設

F

企’
v
・
v
・－
v

A

V

A

V

－帆

，
zhzJゆ
vvarz行・

質
問

5
0
0
席
に

シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
併

設
さ
れ
る
多
目
的
ホ
ー
ル
は
、
計

画
で
は
最
大

3
5
0
席
と
な
ゥ
て

い
る
が
、
統
合
小
学
校
等
を
考
、
え

る
と
岡
民
文
化
ホ

l
ル
は
先
の
こ

と
で
あ
り
、
こ
の
機
会
に

5
0
0

席
と
し
て
よ
り
多
く
の
利
用
を
図

っ
て
は
如
何
か
。

答
弁

3
5
0
席
で

商
業
活
性
化
施
設
の
肢
と
な
る

こ
の
ホ

i
ル
の
席
数
は
、
当
町
で

の
集
会
や
催
事
の
実
績
、
完
成
後

の
利
用
予
測
、
使
用
頻
度
を
高
め

る
た
め
の
使
い
易
い
規
模
、
維
持

管
則
一
す
る
費
用
負
担
等
を
検
討
し

て
決
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

－V
－
ゆ
向
・
白

h

－一‘
V
A

・、A
V

f
・y、保
psη

ぃ．z
．削
・

ご
み
発
電
ゐ一温
水
コ
ー
ル

‘F
e
p
p
a

弘
、
，
h
a

雪
国
羽
清
掃
寺
山
山た
い
延
替
え

E
R
時
に
実
現
を

東
部
消
肘
セ
ン
タ
ー
の
建
替
、
え

は
平
成
3
・
4
年
に
計
画
、

5
・

6
年
に
控
設
と
の
、
｝
と
で
す
が
、

焼
却
場
の
発
熱
を
利
用
し
た
発
電

－
議
会
だ
よ
り

＠

糧事

！だより｜

議
案
・
請
願
等

の
採
択
結
果

認
定
さ
れ
た
も
の

平
成
2
年
度
決
算

O
朝
臼
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
搬

出
決
算

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

国厩5四画展毘

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
故

入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
歳
入
蹴
出
決
算

。
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

。
明
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
蔵
入
歳
出
決
算

O
朝
日
町
立
泊
病
院
事
業
決
算
報

告
書可

決
さ
れ
た
も
の

平
成
3
年
度
補
正
予
算

。
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（第

4
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第

l
号）

条

例

。
朝
日
町
職
員
の
定
年
等
に
関
す

る
条
例
一
部
改
正
の
件

そ

の

他

O
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
購
入
契
約

締
結
に
闘
す
る
件

議
員
提
出
議
案

。
米
市
場
開
放
阻
止
な
ら
び
に
平

成

3
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格
、

－
平
成
3
年
刊
月
号

＠

ちょっと考えてね。四字熟語。ご家族の皆さんで楽しんでください。（答えは17ページ）(lJ 直口径口……自分の，也ゥたとおリにただちに行動し．周lf!Iの事情や相手の思惑などを気にしない様をいうc中邑｜の！iii教文化においては．こ
のようなJ、るまいは針蛮人のものときHる。



事
業
に
は
米
年
度
か
ら
起
債
措
置

が
講
じ
ら
れ
る
と
の
、
」
と
で
あ
り
、

ぜ
ひ
ご
み
発
電
と
也
水
プ

l
ル
の

佳
品
を
お
胤
い
し
た
い

答

弁

広

域

凶

と

検

討

余
熱
利
用
に
つ
い
て
は
協
議
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
発
電
で
き
る

の
は
ご
み
処
理
量
が

3
0
0
J
以

上
で

μ
時
間
フ
ル
運
転
の
施
設
と

聞
い
て
お
り
、
建
設
費
、
維
持
費

等
、
処
理
量
、
連
続
焼
却
等
の
問

題
を
含
め
、
新
川
広
域
圏
と
検
討

し
た
い
と
与
え
て
い
ま
す
。
ま
た

出
水
ブ

l
ル
は
、
具
体
化
の
た
め

の
入
善
町
と
の
協
議
や
用
地
に
つ

い
て
地
元
に
説
明
し
て
お
り
、
ぜ

ひ
協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

質 日
間 本
輸 海
力 ～関 λ．
に ‘東

を裏
を？工面
：早道

踏

朝
日
イ
ン
タ
ー
か
ら
長
野
県
白

馬
村
を
通
り
中
央
自
動
車
道
と
結

ぶ
道
路
の
建
設
は
、
県
東
部
と
首

都
圏
を

3
時
間
余
り
で
結
ぶ
最
間

距
離
の
道
路
と
し
て
、
環
日
本
海
時

代
を
迎
え
て
そ
の
効
県
は
は
か
り

知
れ
ま
せ
ん
。
町
当
局
は
速
や
か

か
っ
強
力
に
推
進
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
所

答

弁

一
体
と
な

っ
て
推
進

生
産
コ
ス
ト
低
減
や
後
継
者
育

成
を
集
必
全
体
の
問
題
と
し
て
考

え
、
高
効
率
な
生
産
…
単
位
の
確
立

を
め
ざ
す
集
落
営
農
へ
の
取
り
組

み
は
ま
す
ま
す
必
要
と
な

っ
て
い

ま
す
。
聞
で
は
昭
和
制
年
泣
か
ら

そ
の
た
め
の
助
成
を
行
い

、
党
民

中
川
セ
ン
タ
ー
や
推
進
協
ぷ
会
の

品
以
が
閃
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

後
と
も
焼
快
拡
大
や
企
業
的
中
舷

農
家
の
有
成
に
取
り
組
む
な
ど
、

農
協
、
関
係
機
関
と

一
体
と
な

っ

て
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

」

aa

‘ー”、，』
F

在
来
線
存
続
と
新
緯
線
着
工

質

問

地

元

負

担

な

し

で

信
を
伺
い
ま
す
。

答
弁
実
現
に
向
け
取
り
組
む

昭
初
回
年
新
川

3
ト巾
の
尚
．
ム
会

議
所
か
ら
従
来
さ
れ
た
こ
の
柿
恕

は
、
北
陸
地
方
の
産
業
純
一
師
、
観

光
商
か
ら
も
魅
力
あ
る
路
線
で
あ

り
、
大
き
な
則
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
新
川
広
域
幽
を
中

心
と
し
た
関
係
市
町
村
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
計
画
の
実
現
に
向

け
て
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

恥

Y

・’

E
M
L
X
に
よ
v
J－

1

、
T

Z

美
術
館
畑
一川
一l
フ
園

M
Z
J
A削
・
宮
、

J
A
Z
，

言

司

文

化

財

の

民
．不
を

E
R
行
瑚
と
活
用
は

ふ
る
さ
と
美
術
館
で
、

町
や
州

在
来
線
を
廃
止
し
て
第
三
セ
ク

タ
ー
に
よ
る
運
営
と
す
る
動
き
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
だ
と
白
治
体

負
州
が
大
き
く
な
る
の
を
始
め
問

題
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
c

地
元

負
拘
な
し
の
新
幹
線
の
早
期
若
工

とト
れ
米
線
の

J
R
に
よ
る
経
営
の

た
め
の
巡
動
に
取
り
組
む
べ
き
だ

と
思
い

ま
す
。
決
ぶ
の
は
ど
を
お

聞
か
せ
削
い
ま
す
。

答

弁

町
民
の
怠
向
を
入
れ
た

運
動
を
展
開

鉄
道
は
公
共
性
が
強
く
、
叫
ん
γ
・

赤
字
路
献
を
附
わ
ず
ト
ー
タ
ル
で

経
営
す
べ
き
で
あ
り
、
’
れ
米
総
は

J
R
に
よ
る
純
常
存
続
が
当
然
で

あ
る
と
考
、え
て
お
リ
ま
す
。
し
か

も
日
本
海
沿
岸
の
幹
い
縦
で
あ
る
北

陸
線
を
寸
断
し
て
黒
字
路
線
の
み

を
経
営
し
、
単
に
赤
下
が
子
細
心
さ

れ
る
か
ら
と
い
っ
て
第
三
セ
ク
タ
ー

や
山
私
鉄
へ
の
移
管
を
与
え
る
こ
と

白
体
問
題
が
あ
る
も
の
と
身
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
－
h

れ
い米

綿
の
軍
要
性
と
町
民
の
ぷ
山
を
組

み
入
れ
た
辺
助
を
風
聞
し
た
い
と

与
え
て
い
ま
す
c

4

J

E

－－”
1

・】

ご

み

卜収

集

J

E

V

－
E

－
 

r

a

e

’

E
 

質

問

色

別

分

類
川
氏
名
記
入

収
集
袋
を
色
別
に
す
る
と
と
も

社
仏
聞
の
文
化
財
を
展
示
す
る
巧

え
は
な
い
か
。
ま
た
、
小
川
ダ
ム

の
ハ
ー
ブ
刷
を
ど
う
竹
用
し
市
川

す
る
の
か
制
い
ま
す

答

弁

制
限
…
約

付

制

き

検
討

町
に
あ
る
文
化
財
や
町
民
が
所

蔵
し
て
お
ら
れ
る
美
術
品
の
展
示

も

一
つ
の
万
法
で
あ
り
、
今
後
何

軒
に
鑑
賞
で
き
る
よ
う
も
企
耐
を

立
て
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た

「
ハ
l
パ
ル
パ
レ

｜
お
が

わ
」
の
ハ
！
プ
に
つ
い
て
は
、
専

門
家
を
捌
い
て
活
用

H
法
な
ど
を

検
討
し
た
い
と
々
え
て
い
ま
す
。

住
宅
対
策
と
ま
地
利
用

5
白
羽
都
市
計
幽
に
沿
っ
た

E
R
利
川
を

宅
地
造
成
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
都
市
計
画
用
途
地
域
の
第

2

純
住
居
専
用
地
域
で
の
造
成
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
用
途
地
域
外
で
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
も

っ

と
都
市
計
画
に
沿
っ
た
土
地
利
用

の
誘
導
に
向
け
て
指
導
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

待 答
等用 互
の途ハ
問地 創良
題地 m好
が内 にな
多は 努毛：
< .t也 カ地
、価 m
l良や γ 

業土
m t也
興取

答

弁

委

員

会

で

検

A

ご
み
袋
の
色
別
分
矧
と
氏
名
・
記

入
袋
の
有
料
制
衡
は
、

分
別
ぷ
識

の
作
発
と
排
出
百
任
行
の
川
雌
化

に
な
り
、
減
日
化
、
適
正
俳
山
に

大
き
く
つ
な
が
る
も
の
と
身
え
ま

す
が
、

「
ご
み
減
坑
何
資
制
化
検

討
委
い
民
会
」
で
検
バ
出ー
で
あ
リ、

ニ
の
提
言
を
待

っ
て
対
応
策
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
悪
質
な
ご
み
山
し
に
対
し
て
は
、

町
内
会
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
広

商 け報
た等
いを

業時？
活ムア え適
シ て正

性 ~＞ い排
ま出

fじ て存
び
か

質

問

よ

り

良

い

も

の

を

安

〈

位
以

↑
人
あ
た
り
似
先
制
の
減

少
や
い
巾
社
会
の
進
民
に
よ
る
町
外

へ
の
流
山
な
ど
に
あ

っ
て
、
広
報

に
他
と
比
較
で
き
る
価
栴
．
む
必

を
併
記
す
る
な
ど
、
よ
り
良
い
も

の
を
安
〈
消
山
口
前
に
提
供
す
る
手

だ
て
を
取
れ
な
い
か
a

答

弁

業

者

の

努

力

に

期

待

隣
機
町
は
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
価

栴
調
査
を
行
っ
て
い
な
い
の
で
比

較
で
き
ま
せ
ん
が
、
向

一
商
品
で

も
店
に
よ
り
価
格
差
が
あ
る
な
ど
、

一
概
に
高
い
安
い
は
言
え
な
い
点

も
あ
リ
ま
す
。
当
町
の
物
価
は
高

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
か
せ
る

こ
と
は
商
業
似
興
の
耐
か
ら
も
好

ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
’H
山
な

問
主
的
動
を
行
う
業
告
の
努
力
仁

川
州
仰
す
る
し
か
な
い
と
身
、
え
て
い

ま
す
c

揃
業
部
境
の
変
化
に
対
応

し
た
統
合
変
が
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
今
後
と
も
よ
り
良
い
も
の
を

よ
り
去
く
提
供
で
き
る
商
店
街
づ

く
り
の
推
進
指
導
を
図

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

す O R米
る ~t； 穀
~；山政
見 ・ 策 －
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警伝 定
誕字 さ
進る υ
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承
認
さ
れ
た
も
の

3 0 
号朝 平
）日 成

町 3
一 年
般 度
止』 益量

計 j£
iill予
字算
算

第

同
意
さ
れ
た
も
の

O
朝
日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
を

任
命
す
る
た
め
同
意
を
ボ
め
る
件

報
告
さ
れ
た
も
の

0
．
キ
成

2
年
度
制
円
町
立
泊
病
院

＃
業
会
計
継
続
資
制
算
報
告
出

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
米
市
場
開
放
阻
止
な
ら
び
に
平

成

3
年
産
米
の
政
府
買
入
価
格、

米
穀

政
策
の
擁
立
に

つ
い
て

O
町
道
拡
幅
改
良
促
進
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O

「
消
費
税
法
」
の
即
時
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
保
択
に
つ
い
て

O
－国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

に
つ
い
て

O
小
選
挙
区
制

・
政
党
法
に
反
対

し
、
議
員
定
数
の
抜
本
是
正
を
求

め
る
立
見
汗
ほ
択
に

つ
い
て

oι宅
・
一
説
た
き
り
ハリ川
齢
者
一
川
祉

金
所
得
制
限
緩
和
に

つ
い
て

新
教
育
委
員
に

竹

内

俊

9
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、

9
月
初
日
で
任
期
満
了
と
な
る
朝

日
町
教
育
委
員
会
の
委
員
に
、
竹

内
俊
一
氏
（
笹
川

1
3
4
4
番
地
、

日
歳
）

を
新
た
に
任
命
す
る
こ
と

が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

－
平
成

3
年
刊
月
号

＠

口湾口浦……国中いたるところの港や海岸ということ．転じて．全国各地．どζもかしこも。(2) 

氏

(3l 天口口問……大空か広々 と L.i毎らまた広々と し ているとい う こと よ 転じて，人のJ~叫がきわめて大きい二と のたとえ



笑
顔
で
ピ

l
チ
ボ
lル

全
凶
大
会
で
5
側

高

松

美

佐

子

F
し

nの
金
メ
ダ
ル

由

井

と

み

子

i
J

「じ
い
人
た
ち
と

一
紡
に
な
っ
て
掛
川
引
け
し
て

い
る
と
き
が
一
番
楽
し
い
で
す
ね
。
人
I
M削除
勝

で
き
た
の
も
、

こ
う
し
た
周
り
の
人
た
ち
ゃ
家

桜
の
お
か
げ
だ
と
思
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
」
。

去
る
九
月
十
四
日
、

1
－九
日
に
開
か
れ
た
第

八
回
全
国
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
競
技
大
会
の

「
女
千

四
十
五
議
以
上
の
部
」
で
見
事
優
勝
、
通
算
五

i＇：・？
国自国圃画面画閉園ー由ー

A全国大会でのメタル，カップを手に
する高松さん（在）と＠井さん（右）

教材；裁がすゐ小
林

文
子
さ
ん

（
却
歳

・
笹
川
）

（~） 
必包込

西町の窪野章 ・桂子さん夫妻の

長女沙耶（さや）ちゃん 5歳

次女佑衣（ゆい）ちゃん 3歳

長男朔太（し ようた） くん 7か月

個
自
の
全
メ
ダ
ル
を
手
に
し
た
向
松
長
佐
子
さ

ん
（
下
山
新
）
と
由
井
と
み

f
さ
ん
（山
町
川
新
｝

は
、
と
も
に
昭
和
九
年
生
ま
れ
の
同
級
生
。
「
大

家
山
ス
マ
イ
ル
」
生
え
抜
き
の
名
コ
ン
ビ
と
し

て
、
ピ
ー
チ
ポ
ー
ル
続
投
が
制
U
町
で
誕
生
し

て
以
米
、
ト
年
以
上
も
第

一
線
で
の
的
制
を
い帆

け
て
い
る
々
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル

・ウ
ー
マ
ン
H

で
す
。

「
私
た
ち
の
チ
ー
ム
に
特
別
な
名
選
手
は

い
な
い
ん
で
す
よ
c

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
練
刊行
の

成
栄
が
結
果
と
し
て
い
い
成
制
に
結
び
つ

い
た

だ
け
」
と
笑
い
ま
す
が
、
昭
和
六
十
年
の
全
凶

大
会
以
降
、
ヂ
成
元
年
の
全
凶
大
会
決
勝
ま
で

の
四
年
間
は
、
三
十
近
い
各
縄
大
会
で
負
け
知

ら
ず
。
「
多
分
、
函
連
勝
以
上
は
し
た
は
ず
」
と

い
う
圧
倒
的
な
強
さ
を
誇
リ
、
「大
家
庄
ス
マ

イ

ル
」
の
名
と
と
も
に
、
ビ
ー
チ
誕
生
の
地
「
例

日
町
」
の
名
を
全
開
に
知
ら
し
め
ま
し
た
。

米
年
の
全
国
大
会
に
は
招
待
チ
ー
ム
と
し
て

山
場
ま
た
、

二
人
の
き
わ
や
か
な
ス
マ
イ
ル

が
コ
ー
ト
の
小
で
見
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

食勤務先朝日町商工会

会血液型 AB型 合星座名おひつじ座

の
町

、か
好
き

こ
の
附
月
か
ら
町
の
商
工
会
に
勤

め
て
い
ま
す
。
ま
だ
同
り
の
人
た
ち

に
頼
っ
て
ば
か
り
い
ま
す
が
、
若
い

人
が
多
く
楽
し
い
職
場
で
す
よ
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
全
般
。
ピ
ー
チ

ポ
l
ル
や
テ
ニ
ス
の
サ
ー
ク
ル
に
入

っ
て
い

る
ほ
か
、
地
元
の
野
球
チ
ー

ム
「
笹
川
ク
ラ
ブ
」
の
？
不
｜
ジ
ャ

ー
も
務
め
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
一
年

中
日
焼
け
で
い
具
っ
黒
な
ん
で
す
よ
開
。

‘『，

、ー

＊趣味スポーツ全般

町
の
若
者
が
減
っ
て
き
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
私
は
朝
日
町

が
好
き
。
住
み
や
す
い
し
、
富
山
市

街
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
東
京
な
ど

へ
の
日
帰
り
も
可
能
。
生
活
す
る
う

え
で
不
便
は
感
じ
ま
せ
ん
ね
。

結
婚
で
す
か
？
い
い
人
が
い
れ

ば
す
ぐ
に
で
も
と
思
っ
て
い
る
ん
で

す
が
：・
。
外
見
は
問
題
外
。
人
の
気

持
ち
の
わ
か
る
心
の
広
い
人
が
担
恕

の
タ
イ
プ
で
す
。

わ

が

家

の

の
芽

つ

．k
k
の
沙
耶
は
き
く
組
さ
ん
。

何
で
も

一
人

で
で
き
る
し
、
お
絵
か
き
や
本
も
上
下
に
読
め

る
し

っ
か
り
お
姉
ち
ゃ
ん
。

弟
の
捌
ょ
が
生
ま

れ
た
と
き
も

「
か
わ
い
い

ノ
捌
太
の
た
め
な

ら
何
で
も
し
て
あ
げ
る
」
と
言
っ
て
い
た
必
思

い
で
す
が
、す
ぐ
に
棋
が
出
る
の
が
玉
に
キ
ズ
。

次
女
の
佑
衣
は
抱

っ
こ
、
お
ん
ぶ
を
せ
が
む

U
え
ん
助
。
で
も
外
で
遊
ぶ
と
な
る
と
水
を
得

た
魚
の
よ
う
。
毎
日
、
テ
レ
ビ
の
天
気
予
報
を

見
て
「
雨
っ
て
や
だ
な
」
、

「晴
れ
や
っ
て
、
ワ

l
イ
」
と
言
っ
て
家
族
を
笑
わ
せ
て

い
ま
す
。

そ
し
て
、

二
人
の
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
に
負
け

じ
と
が
ん
ば

っ
て

い
る
の
が
、
長
男
の
繍
太
。

い
す
や
柱
、
防
止
な
ど
、
所
か
ま
わ
ず
っ
か
ま
り

半
ち
し
た
り
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
や
ス
リ
ッ
パ
を
取

り
に
行
く
と
き
の
ス
ピ
ー
ド
は
ピ
カ

一
で
す
。

こ
ん
な
わ
が
家
の
三
つ
の
芽
。

こ
の
先
ど
ん

な
花
を
咲
か
せ
る
か
、
そ

っ
と
見
守

っ
て
や
り

た
い
と
思

っ
て
い

ま
す
。

朝日剣道
スポーツ少年団

二
十
年
を

超
え
る
歴
史

は
く
た
ち
朝
H
剣
道
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
月

・
本

の
迎
二
刷
、
政
七
時
半
か

ら
の
け
い
こ
を
ず

勺
と
絞

け
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

指
導
を
し
て
く
れ
て
い
る
先
生
の

な
か
に
は
都
↑
凶
の
同
封
だ

勺
た

人
も
い
ま
す
か
ら
、
も
う
二
十
年

以
上
の
魁
史
が
あ
る
ニ
と
に
な
り

ま
す
。
先
生
は
「
小
学
生
の
聞
は
基
本

が
大
切
」
だ
と
言
っ
て
、
切
リ
返

し
ゃ
．山
打
ち
な
ど
の
店
本
純
計
に

う
ん
と
時
間
を
か
け
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
、
た
ま
に
試
合
げ
い
こ
が

あ
る
と
き
は
と
て
も
う
れ
し
く
、

み
ん
な
慌
り
上
が
り
ま
す
。

一
史
は
全
身
の
水
分
が
抜
け
て
し

ま
う
と
思
う
く
ら
い
暑
く
、
久
夫
は

索
足
が
凍
る
よ
う
な
束
、
さ
で
、
つ

ら
い
と
き
も
多
い
で
す
が
、
試
合

怠

信主

包
て〉

故郷の朝日町で家を新築，

今年7月に東京から引っ越し

てこられた水島貫さん（59歳）

は．境の出身。rふるさとや友

のありがたさを満喫する毎日

を送っていますJo

ぷ〉
さ

巳ニー－
Cニー
あ

｜
｜
出
身
は
境
と
の
こ
と
で
す
が
？

水
島

え
え
、
岐
に
実
家
が
あ
り
、

大
字

へ
進
む
ま
で
の
卜
八
年
間
は

こ
ち
ら
で
過
ご
し
ま
し
た
訟
は

伯
尚
校
の
第

一
期
の
年
業
生
で
も

あ
る
ん
て
す
よ
。

｜
｜
こ
ち
ら
に
来
ら
れ
る
前
は
、

ず
っ
と
東
京
で
生
活
を
？

水
島

大
学
を
出
て
会
社
に

人
っ
て
か
ら
は
、
新
潟
や
大

阪
、
名
古
民
な
ど
で
の
転
勤

生
前
も
送
り
ま
し
た
が
、
今

の
会
杜
に
移
っ
た
昭
和
田
卜

年
以
降
は
、
ず

っ
と
東
京
で

伯作
ら
し
て
い
ま
し
た

｜
｜
朝
日
町
へ
帰
っ
て

こ
ら

れ
た
き
っ
か
け
は
？

水
島

二
年
ほ
ど
前
、
友
人

の
医
師
の
勧
め
も
あ

っ
て
病

院
で
検
売
を
受
け
た
と
こ
ろ
、

健
康
を
害
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
：・
。
役
員
を
し
て

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点
＠

に山
山
て
勝
J

た
と
き
の
う
れ
し
さ

は
格
別
。
月
し
い
け
い
・

』
の
お
か

げ
だ
と
思
い
、
ま
た
カ
ン
パ
ロ
ウ

と
い
う
気
什
ち
に
な
り
ま
す
や

っ
ぱ
り
試
合
に
山
て
パ
ン
パ
ン
勝

つ
の
が
ぼ
く
た
ち
の

ψ
で
す
。

ぼ
く
た
ち
の
け

い
こ
は
伐
九
時

ま
で
で
す
が
、
そ
の
後
は
き
ま
っ

て
あ
ち
こ
ち
の
削
か
ら
、
中
市
生

や
大
人
の
人
た
ち
が
紘
々
と
集
ま
っ

て
き
ま
す
。
多
い
と
き
て
二
十
人

ほ
ど
に
も
な
り
、
先
生
の
一
一
白
う
「
剣

道
ワ
ー
ル
ド
」
の
始
ま
り
で
す
。

ぽ
く
た
ち
も
も
っ
と
上
達
し
て

早
く
上
位
の
人
と
け
い
こ
を
す
る

日
が
く
る
の
が
来
し
み
で
す
。

い
た
会
社
を
休
職
、
環
境
の
い
い
故

郷
へ
戻
る
決
心
を
し
た
わ
け
で
す
。

I
l－－ち
ら
で
の
生
活
は
い
か
が

で
す
か
？

水
島

長
い
間
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
世

界
に
浸
っ
て
い
た
せ
い
か
、
ニ
ニ

は
実
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
印
象

を
受
け
ま
す
c

休
の
調
チ
も
い
い

し
、
昔
か
ら
の
友
人
も
大
勢
い
る

し
で
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
制
喫

し
た
何
U
を
送
っ
て

い
ま
す
。

｜
｜
こ
れ
か
ら
の
抱
負
は
？

水
島

点
以
に
い
る
と
き
は
、
以

示
制
日
会
ゃ
ん
川
山
県
人
会
の
役

μ

な
ど
む
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
ふ
る
さ
と
の
た
め
に
山
分
の
こ

れ
ま
で
の
経
験
と
知
織
を
生
か
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
も
で
き
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
ι

－
平
成

3
年
竹
月
号
＠
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ジ！とし定いと思います．イラストや

マンガ， ご理置箆，皆さんに望日らぜた

いこと，主主んでもけっこうです． ど

しどしお寄ゼください。

紙上IH名は，その旨をはっきり書

いて，住所，氏名モ明記 して送って

ください。ま主主，広報係でId:，広報

あさひ！こ対するご愈見や，取りよげ

てほしい問題主主ど皆さんの声をお待

ちしています。ご一線を。
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10月6日に開催された各地

区の運動会も途中で雨にたた

！ られるなど， このところ不順

な天候があれ、ています。

今日は恕！り主。新川地区の

畜産共進会が行われ，わが町

の畜産農家の方々が今年も優

秀な成績を収められま した。

この日は関係者の間から「今

後は畜産農家の育成の見地か

らも町民の皆さんにおいしい

肉を食べてもらっては」

う意見が出ましたが，来秋に

は『肉！.＇f'.まつ り』 （仮称）の

｜荊催なども考えています。

きて，先日の台風は朝日JI汀

にも多大な被害をもたらしま

した。町民の皆さんの中にも

大きな被害を受けられた｝］も

多数おられますが，心よりお

見舞い申しあげます。

とい

考多
ゃ安9
¥S¥ 
っ－

をお・め・わ

のちだめ・・
vu
J
 

A
f
 

〔
万
国
旗
）
（5
努｝

（
新
聞
に
品
て
い
た
万
国
旗
の

牢
良
を
え
な
が
ら
）

G
〈
ん
「
こ
れ
、
に
っ
ぽ
ん
。
ぼ
く

た
ち
の
と
こ
や
じ
ゃ
」

A
〈ん

「
お
う
、
ぞ
う
や
よ
な
あ
」

G
〈ん

「
お
い
し
い
く
だ
も
の
と
か

お
や
つ
と
か
、
い
っ
ぱ
い
食

べ
ら
れ
る
な
あ
、
お
か
あ
き
、

ん
ゅ
う
と
っ
た
も
ん
」

（
三
人
で
旗
を
次
々
と
拍
手
し
）

「
か
わ
ゆ
だ
、
す
り
ら
ん
か
、

い
ぎ
り
す
・
・
：・
」

S
〈
ん
「
お
れ
、
あ
め
り
か
き
ら
い

smγ

い
レ
や
」

A
〈
ん
「
ど
し
て
ど
し
て
つ
・
」

ベ
ラ
ベ
ラ
ペ

英
語
い
わ
ん

S
くん

「
だ
っ
て
よ
、

ラ
ベ
ラ
っ
て
、

な
ん
も
ん
」

A
く
ん
「
ぞ
う
や
よ
な
あ
、

お
れ
も

き
ら
い
や
」

G
くん

「
ぼ
く
も
英
語
い
わ
れ
ん
も

Vムーミ ン（？）
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ところで＼去る 9月14日，

15日に開催した第8回全国ビ

ーチボール競技大会は，皆さ

んのご協力により成功裏に終

わりました。また，明日10月

9日からは町のふるさと美術

館で県立近代美術館所蔵の美

術品の展示も行う予定です。

ん
な
あ
、
き
ら
い
や
」

（と

一
人
意
気
投
合
の
笑
顔
と
な
る
）

（
オ
レ
の
ニ
ン
ニ
ク
つ
・
）
（2
歳閉ん）

ニ
ン
ニ
ク
で
と
ら

い
じ
ゃ
」
（
ポ
パ
イ
の
ポ
ー

ズ
を
と
っ
て
友
達
に
見
せ
る

が
友
達
日
わ
か
ら
な
い
操
子
）

保
母
「

K
く
ん
の
ニ
ン
ム
ク
っ
て

ど
こ
に
あ
る
の
」

（
K
く
ん
、

こ
の
中
に
あ
る
と

腕
の
筋
肉
を
指
き
す
）

K
〈ん

「オ
レ
、

〔
金
魚
の
ね
だ
ん
）
（5
歳
児
）

S
くん

「
こ
ぶ
と
り
じ

い
き
ん
の
金

魚
お
る
が
や
っ
そ
。

h
u
伺
い
が

L

伊
つ
与
、
。

5
万
円
も
す
る
が

や
ぜ
」

祭
り
の
金
魚
川
円

や
も
ん
な
」

了
く
ん
「
う
ん
、

広
報
ク
イ
ズ

｛問

題
｝

①
9
月
定
例
議
会
の
代
表

・

間
の
件
数
は
？

＠
却
一件

⑮
部一件

。
泣
件

②

9
川
部
自
に
問
を
襲
っ
た
の
は
れ

風
何
号
？

＠
国
号
⑮
円
円
一
マ
。
初
回す

③
「
米
つ
リ
行
列
」
が
行
わ
れ
る
の

は
ど
こ
の
地
区
か
？

＠
的
地
区

⑮
境
地
医

。
山
崎
地
区

（応
募
方
法
）

公
は
が
き
に
答
之
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
い
て
日
月
日
日
ま

で
に
朝
日
町
役
場
総
務
課
秘
書
広
報

係
（
〒
側
l
mw刺
H
町
道
下
1

1
3

3
4伶
地
）
ま
で
送
う
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
の
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

一
般
質

会
的
凶
の
当
選
者
は
、

さ
ん
、小
針
小
町
さ
ん
、
闘
十
一F
郎
魁
さ

ん
の

3
人
に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
正

解
は
①
ー
＠
、
②

i
＠
、
③

1
0

円
人
中
正
解
必
は
同
人
） tu

r
e
a
m
 

町民の皆さんに文化と体育

により親しんでいただこうと．

この4月に設立した朝日町文

化体育振興公社に対し， 多〈

の浄財を皆さんから頂きまし

た。ここに厚くお礼申し上げ

ます。今後とも公社では多く

の事業を行っていきますので，

こ：・B)J言とご1協力をお！頗いいた
します。(10月8日記）

－
平
成
3
年
竹
月
号
。

口口長目・・・0・遠くの；I＼米一れをよく見聞きできる羽左目ということ ε転じて‘物ギの鋭祭が広〈鋭νこと。また．そのための予段という意味
で．書物のことa

(6) 

⑭ 

勿j口之口 ・・・.m乎のためには．たとえ向分の首が切られることに主っても1~iいはないというほどの． きわめて深い友情で結ばれた友のこ E 。(7) 
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計
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刊
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h

健
法
が
地
行
さ
れ
て
か
ら
今
年
で

‘F

8年
が
経
過
し
ま
し
た
。
現
紅
、

’

川
明
日
町
の
高
齢
者

（
臼
歳
以
上
の

e
F
B
F
回

人
）
の
人
U
比
率
は
約
凶
パ

l
セ

j
J
バ

ン
ト
、
町
民
5
人
に

l
人
が
而
齢

者
と
い
う
－
」
と
に
な
リ
ま
す
ω

増え続ける
一副 朝日町－富山県一一 全国75 

指名手配犯人が近くにいませんか 70 

65 

A、ャ泊
I ＂＇病

田だ嬰

光芳
一ち科

先
生

It震の現場かS

あなだのひとことがスピード横挙につながります

60 

40 
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情
報
が
あ
れ
ば

1
1
0番
に
通
報
を

平
成
3
年
7
月
1
日
現
在
、
全

国
に
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人

は
3
、
4
0
0
人
に
上
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
犯
人
は
、
再
び
犯

行
を
繰
り
返
す
こ
と
が
十
分
に
予

想
さ
れ
ま
す
。

指
名
手
配
犯
人
に
よ
く
似
た
人

を
見
か
け
た
り
、
犯
人
に
関
す
る

情
報
を
ご
存
じ
め
方
は
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
。

1
1
0
番

に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
犯
行
現
場
に
い
る
不
審

な
人
や
車
、
あ
る
い
は
現
場
か
ら

逃
走
し
て
い
く
犯
人
を
見
か
け
た

と
き
、
ま
た
は
犯
罪
が
行
わ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
見
た
場
合
に
も
積

極
的
に
1
1
0
番
通
報
を
し
て
く

だ
さ
い
。

被
害
に
あ
っ
た
ら

必
ず
届
出
を

聞
き
込
み
捜
査
な
ど
で
捜
査
員

元 ｛年）

平
均
寿
命
の
伸
び
と
あ
い
ま
っ

て
町
の
高
齢
化
が
進
む
な
か
、
医

療
官
も
明
大
の

一
造
を
た
ど
勺
て

い
ま
す
。
ょ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
も

わ
か
る
と
お
り
、
老
人
保
健
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
い
け
問
齢
主
1

人
当
た
り
の
年
間
の
作
療
官
は
、

昭
初
回
年
に
は
約
印
万
問
だ
っ
た

も
の
が
、

5
年
後
の
昭
和

ω
年

か
ら
は
叩
力
川
れ
に
突
入
、
川

・

附
仰
の
平
均
を
は
る
か
に
上
川

っ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
が

老
人
医
療
費
が

M
パ
ー
セ
ン
ト
を

山
め
る
町
の
阿
保
医
蝶
針
を
押
し

上
げ
る
要
因
に
も
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。

老
人
医
療
官
は
、
各
純
健
康
保

険
の
加
入
者
が
納
め
る
保
険
料
や

国

・
県

・
町
の
負
制
一
て
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
e

同
じ
病
気
で
複
数

の
お
医
者
さ
ん
に
か
か

っ
て
い
な

い
か
。
ク
ス
リ
を
も
ら
っ
て
も
駄

ま
な
い
で
た
め
て
い
な
い
か
。
今

一
度
、
ム
タ
な
使
い
方
を
し
て
い

な
い
か
点
検
し
て
、
大
切
弘
医
擦

背
を
有
効
に
的
則
し
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

－
老
人
屋
療
費

⑪

中
学
校
新
川
地
区
新
人
大
会

－
同
体
の
部

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男

f
－J
h十
球

k
，j

－
，
米
通

・
陛
ト

・
個
人
の
郎

・
采
道
日
同
級
（
松

崎
侃
偲
）、
白
同
級
（
安
達
春
闘
）
、

mmk超
級

（谷
U
繁
附
）、
・
陸
上

川

m
ハ
ー
ド
ル
（
角
九
映
豆
）、制

m
リ
レ

l
（角
丸
映
至
、
じ
仏
国
直

人
、
宇
田
康
降
、
通
沢
明
人
）、定

U
H

同
跳

（仏
出
出
入
）、
体
出
跳

（刊
す

刷
版
附
）、
他
丸
投

（初
川
脆
）、削

m
、
捌

m
（士
井
和
美
）

第
ロ
田
町
民
野
球
協
会
長
杯
争
奪

ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会
（%
1
%
）

民
ク
ラ
ブ

4
1
3
山
崎
ク
ラ
ブ

朝
日
町
民
テ
ニ

ス
選
手
権
大
会

（
一
%制
日
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

・
男

f
の
部

l
位
山
件
直
人

2
位
川
よ
勝
之

・
女
イ
の
部

－
位
常
石
詩
子

2
位
小
林
菊
美

国
民
体
育
大
会
出
場
者
（石
川
県
）

・
陸
上
蹴
技

（少
女
B
）
仰
九
投

大
山
有
紀
子
（
刺
日
中

・
桜
問
）

・
柔
道
競
技
（
少
年
男
子
）
藤
田

口
一
（
白
山
第
一
高

・
舟
川
新
）

富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
地
域
社
会

で
制
若
な
活
動
ま
た
は
献
身
的
な

仰
い
話
を
し
て
い
る
人
を
表
彰
す
る

「富
山
県
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
」
の

授
賞
式
が
叩
月
2
日
に
富
山
県
庁

で
行
わ
れ
、
当
町
か
ら
は
次
の
日

人
の
打
い
か
受
託
さ
れ
ま
し
た
。

V
の
び
の
び
賞

（小
学
生
）

・
初
問
責
仁
（
山
崎
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
）
・水
品
哲
也

（泊
サ
ッ
カ
ー

ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
）
・
山石
井
学
（師

谷
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
・

梅
津
悠
香
梨

（泊
ミ
ニ
バ
ス
ケ

ッ

ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
）

V
は
つ
ら
つ
砂
川
（
日”戚

l
m疏
）

・
藤
出
被
久
（
泊
系
道
ス
ポ
ー
ツ

少
年
凶
）
・
一千
旧
述
夫
（朝
日
剣
道

ス
ポ
ー
ツ
少
年
川
）

V
さ
わ
や
か
前

（
初
依
l
m川
政
）

・
常
右
勝
治

（
ア
サ
ヒ
ジ

ュ
ニ
ア

テ
ニ
ス
ス
ポ
ー
ツ
少
年
凶
）
・長
津

ヂ
志

（
蛭
谷
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
間
）

・
見
山
師
正

〈リ
川
サ
ッ

カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）
・新
田
敏

雄
（
テ
ニ
ス
協
会
）
・大
村
和
義
（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
・
水
針
義
則

（山
崎
地
区
体
育
協
会
）
・
笹
川
光

一
（
泊
一
民
体
育
協
会
）

V
ほ
の
ぼ
の
賞
（

ω政
以
上
）

・
水
野
文
トA
郎

・
川
中
久
雄

（ゲ

ー
ト
ボ
！
ル
協
会
）

第
泊
四
富
山
県
身
体
障
害
者
水
泳

競
技
会
（
%
東
福
山
出
水
プ
l
ル）

・
お

m
a什
由
形

1
位
高
橋
光
男

・
お

m
背
泳
ぎ

2
位
高
橋
光
男

口日日下…・権力や地位をほんのわずかの期間しか保てないこと＇ll}jむた禿が主君の議問信長を京都の本能寺で討ち，いったんは天下を乎

中にしたかに見えたものの．わずか2週間足らずのうちに．忠臣秀吉にあっけなく敗れまったニとによる。

(8) 

参
加
費

1
2
、
0
0
0
円
（
リ
フ

ト
代
、
畳
食
代
は
別
）

対
象

朝
日
向
に
仏
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人

申
込
み

日
月

1
日
ω
か
ら
朝
日

町
教
育
委
員
会
で
受
け
付
け
ま
す
。

新
川
地
区
畜
産
共
進
会

川

日
月

8
目
、
新
川
育
成
牧
場
で
計

第
二
十

一
回
新
川
地
区
高
産
共
進
出

会
が
開
催
さ
れ
、
2
市

3
町

の

高

い

産
農
家
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込
め
て
い
山

育
て
た
家
高
約

ω頭
が
審
査
を
受
に本す

け

ま

し

た

。

鮒

朝
日
町
か
ら
入
賞
さ
れ
た
の
は
切

次
の
万
々
で
す
。

附

肉

用

乳

牛

一

等

水

野

甚

之

輔

t

一
等

谷

隆

義

ま

一

等

谷

隆

義

、7

一

等

牧

山

時

刷

い
、タ’」

優

位

守

愛

場

由

男

こ

一

等

水

野

清

治

れ
・方組明2r

－
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池B品
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ツ＝
ア

期
日

平
成
4
年

1
月
羽
目
ω
1

初
日
刷
の

l
泊

2
日

場
所

栂
池
高
原
ス
キ
｜
場

経
産
豚

肉

豚

人まね治療に要注憲II
ひざや腰の痛みで病院にこ

られる患者さんのお話を聞い

ていると，次のような質問を

よく耳にします。

rn要が痛いんですが，号｜っぱ
ると良いと聞いたんですが』

一一骨の痛み方によって引っ

ばってはいけない場合が

あります。

『人が整休が良いと教えて

くれたのでやってみると，よ

けい痛くなったんですが・］

一一ー効果も多いのですが，骨

の弱い人，不安定な人に

は注意が必要です。前も

って診察を受けましょう。

『注射をひざにしてもらった

ら楽だと開いたので，私にも

やってください』

一一注射により軟骨が溶けて，

あとで関節がますます痛

むことがあります。やみ

くもにしてもらってはい

けません。

『ひざの痛みによくきく温泉

があると聞いたので行こうと

思いますが，どうでしょう υ
一一炎症のある人は逆に悪化

してしまいますので，前

もって相談してくだきい。

腰やひざは，骨のほかに軟

骨や靭帯，さまざまな筋肉が

あり，どこが痛むかによって

治療法は全然違ってきます。

ただ込痛みを止めるだけでなく，

その原因をきちんとっきとめ，

その人にあった治療が大切な

のです。

／／ 

／ 
/ ____ ..,..・ 

〆／ノ
／イ，，，

／ 〆

／ 

63 62 61 60 59 58 

が
皆
さ
ん
の
お
宅
に
お
伺
い
し
た

際
に
は
、
さ
さ
い
な
情
報
で
も
結

構
で
す
か
ら
控
査
に
ご
協
力
願
い

ま
す
。
ま
た
、
万
が

一
一級車
問
に
あ

っ
た
と
き
に
は
、
必
ず
警
察
に
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
し
な

い
こ
と
は
、
結
果
的
に
犯
人
を
助

け
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

－
平
成

3
年
刊
月
号
⑪



＠朝日町社会福祉協機会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上を目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内

含83-0576

明
る
く
住
み
よ
い
福
祉
の
町
づ
く
り

同
朝
日
町
社
会
福
祉
大
会

日
月
4
目
、
朝
日
町
福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
福
祉
関
係
者
制

人
が
参
加
し
、
第
お
州
制

H
町
社

会

M
M飢
大
会
が
椛
大
に
開
仰
臥
さ
れ

一
ま
し
た
。

一
大
会
で
は
、
制
祉
活
動
功
労
表

一
杉
や
持
立
銀
行
へ
の
多
加
寄
付
お

一
に
刈
す
る
感
訓
状
の
州
ー
が
行
わ

れ
た
の
に
就
き
、
大
会
山
H
．

a

一口
、
大
会
決
議
を
は
机

そ
の
あ
と
、
山
山
県
京
都

社
会
制
祉
事
務
所
の
新
井

和

f
さ
ん
か
ら

「
引
佐
紀

を
止
さ
る
人
間
形
成
」
と

題
し
た
排
出
が
あ
り
ま
し

’に
。な
お
、
今
回
受
賞
さ
れ

た
の
は
次
の
万
々
で
す
c

＠
福
祉
功
労

（
敬
称
略
）

V
川
社
会
制
祉
協
議
会
長

表
彰
・
問
ツ
柴
会

・
水
品
ぷ

五円

・
舟
川
伊
之
助

・
本

岡
す
ゑ

・
松
田
毅

強ポヘ手灘ノ〆アイア
恐々 。

J
丞
畠
μ
さ
ま
」
の
ひ
と
一一一
口
に
奉
仕
の
喜
び

l
l
｜

佐
昧
野
園
芸
ク
ラ
ブ
1
l
l

F
i、
、
羽
制
約
村
山
払
た
ち
「
佐
昧
野
凶
芸
ク
ラ
ブ
」

開
縄
掴
咽
，
‘
開
ふ
仙

は
会

μ刊
名
。
趣
味
の
凶
去
を
来

日
J
唱

掴
掴
岡
町

F

＼

し
む
か
た
わ
句
さ
さ
や
か
な
が

よ
J

引手
摺
幽
瞳
時
A・
・
司
E

J（γ

ら
公
共
の
地
設
や
道
路
の
消
M
m
活

習
韓
関
断
幽
聞
酒
掴

my一匂
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

J

守・愉
岬唱
造園・
・・寸
d
a
a

訟

一
九
議
湾
地
細
菌
司
d
掛
洲
錨
E
E
R議
汗

と

泥

に

ま

み

れ

作

業

を

し

て

い、
ι
t一
世
1
tF
E
M司
司

Q
V

、
弘

元
開
園
理
・
・
固
司
哩

副

円
、
－
せ
蒋
晶
・
開
十
時
ド
羽

aE鹿
嶋
幽

い
る
私
た
ち
に
、
道
行
く
人
た
ち

，L号、
h
・
・
・
・
圃
司

君
晶
、

匹
φ
E
圃
－
－
－
－
－
－
md－

一）
一J
af一割
・

認
が
「
）
｝
芦
労
さ
ま
」
と
声
を
か
け

i
三

♂

宇

マ

鞭

総

て
く
だ
さ
っ
た
と
き
の
フ
れ
し
さ
。

、
ミ
一

宣
言
』Vl －

－

3

．
盈
聞
？・

字
、
49
臨

聞

～
」
ぜ
齢
開
明

ら
み
蹴
私
た
ち
は
今
後
も
奉
仕
の
長
び
を

I
十一需
品
溜

F
R一一ー斗
忠
誠

一E賢
明
胃
」
－

V民
医

協

ボ
め
、
こ
う
し
た
美
化
活
動
を
続

1
4
圏内
叶
a

，圃圃’a
ER了－

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
‘

v

’hd
．，《
d
．，h
’b
A
4
6
E
q
’V
A
6
U
36
U
3
p
v
h
d
F
，何一。
A
J
’VB
，，v
。，ヤ
A
d
－－
u
E
p
u
a
v
d
U
2
4
w
‘，d
マA
d
Z
A
4ら
E
9
’V
A

，v’」p
v
ale

－－
d

，．，
i

’v郎
社
会
制
紙
述
絡
協
成
会
以
い
UA

・
鍋
向
い
い
．

＠
善
意
銀
行
賛
助

｛
多
飢
一
一
般
附

託
）
（
敬
称
略
）

V
町
持
立
銀
行
u
h
ぬ
い
則
い
や
民
感
訓

・
制

H
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

・
小

川
往
設
仁
業
株
式
会
社
代
表
取
締

役

社

長

岡

田

三

郎

・
米
出
古

彦

・
松
原
義
日
間

・
谷
U
明

・
鹿
熊
伸

一

・
水
野
利
一

・
柳

ド
裕
文

・
松
合
賢
官
礼
門

・
坂
京

本
夫

・
貯
l
必

・
ム
賀
川
正
日本

！

f

J

J
 

－
九
川

h
m
f

・
別
け
町
い
町
人
地

域
的
動
推
進
以

一
同

・
川
内
正

夫

・
内
川
勝
義

・
水
市
熊
次

由

μ

賛
助
会
員
加
入
状
況

低
水
防
正
、
市
戊
明
灘
、
出
法

M
M
F
、
ぷ
附
戊
倣
太
郎
、
桜
井
敏
弘
、

必
件
み
さ
を
、
隊
問
良
平
、
仏
山

川
県
司
、
ル
勝
国
民
和

f
、
政
問
古
弘
、

必
山
｝
一
二
枚
、
小
勝
山
場
、
除
問
一
止

品
、
林
政
雄
、
林
綾
子
、
林
惟
夫
、

林
掛
チ
、
前
川
長
川
除
、
前
川
親
則
、

前
川
一正
久
、
渡
辺
久
雄
、
広
田
京

子
、
小
川
久
悦
、
小
川
弥

一
、
小

川
ヨ
シ
、
小
川
正
夫
、
森
悶
秀
雄
、

本
州
か
ず
い

、
し
げ
問
へ
れ
し
山
久
、
ぃ
前
九
U

多
加
代
、
し
い
川
九
日
山
樹
、
L
U

川
A
U
ハ
夫
、

千
以
和
夫
、

．
キ
坂
秋
雄
、
ヂ
坂
正

人
、
斉
様
背
男
、
柳
下
康
前
、
柳

ド
点
千
、
新
聞
紀
久
、
中
品
普
店
、

－
ふ
く
し
の
窓
＠

大
平
純
二
、
入
腿
胤
悦
、
池
凹
純

幸
、
河
村
問
、
河
村
本
子
、
池
田

昭
下
、
大
谷
氏
子
、
折
谷
悦
也
、

折
科
技
，
十
、
柳
下
周
作
、
柳
下
ノ

ブ

f
、
水
山
川
熊
次
郎
、
水
品
と
み
、

水
山
記
成
、
村
上
杉
、
．
中
間
師
、

本
田
千
代
ん
以
上
閉
山
名、

ω
u

（
叩
月
刊
日
現
在
、
敬
称
略
）

六根口口…J、： t：~ （自・耳・以.l• . % .主：，から生LるJ々 の欲守！や納悩から緩fl.心身とLに治らかになることをいう．山参1）や1事参
』I1'..° ~· j再仰上の登山のときに ． 人々が戸高に問える Jゑでしある ．

II自

あ
り
が
ピ
う
あ
た
た
か
い
志

＠

朝
日
町
善
意
銀
行

（9
月
刊
日
1
ω月山川
目
）

り
刺
日
町
商
工
会
背
年
部
さ
ん
か

ら
、
あ
さ
ひ
ま
つ
り
の
チ
ャ
リ
テ

ィ
l
ピ
ア
ガ
ー
デ
ン
収
低
金
の
一

部

3
力
円

。
京
ド
町
抗
野
川
山
即
位
さ
ん
か

ら
いしい
H
K

附

f
さ
ん
が
民
的
お
附
小
川

に
な

っ
た
お
礼
と
し
て
川

U
川

。
仙
水
町
令
市
怖
が

て

は
る
い

ご
夫
者
か
ら
金
崎
式
の
記
念
い
いω万
円

赤
い
羽
線
共
同
募
金

マ理学療法土

マ視能訓練士

マ調理員

受験資格

マ一般事務（仁級）

附和叫年4川2H以降に休

まれた人で、大学を卒業また

は末年3月までにい小業する見

込みの人

マ栄長上

附和引年4月2U以降に生

重iJ'霊
＊人職極 年歯者 貨 金 性j]IJ

就 業場所 採用 資格経験
番号 休 臼 人数 免許等

友ふきエ 20才～
300,000～ 

男女
羽田町家野

2 
高校卒以上

50才 400,000 日 普通免許

2 給油係 18才～ 130,000～ 男女
朝日町三枚橘 高校卒

25才 160,000 日土祝，他 不問

3 理ま fl 錫 22才～
192,000～ 

女
朝日町澄下

2 
不問

45才 198,000 病院の指定日 看穫録免2干

4 ま且立エ 18才～
117 ,600～ 

女
朝日町大家庄

1 不問so:t 120,000 日祝，土曜月2回

5 機械工繍佐 18才～ 100,000～ 女
朝日町草野

2 不問
50才 130,000 自祝，他

6 店 員
18才～ 115,200 女

朝日町道下
2 普通免許

45::t 日，祝

7 技術 職 18才～ 120,000～ 男
朝日町犬家庄 禽校卒

35才 154,000 日祝．年104日 化学専攻

8 現 場 管理 25才～
140,000～ 

男
朝日町草野

不問
35才 200,000 日．他

9 製かん エ 18才～ 120,000～ 男
朝日町草野

2 
不問

55才 250,000 日祝，他 見習可

10 開俵運搬 30才 138,000 男
朝日町平柳

2 不問
以上 日．他年83日

－
朝
日
町
職
員

制

H
町
（
本
庁

・
出
先
機
関
）

で
が
務
等
に
従
事
す
る
職
円
以
を
捗

集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員

マ
一
一
般
ギ
務
（
上
級
）

マ
栄
益
L
L

マ
桜
剤
師

京
．
卜
名

一

名

いれ

F
名

平成3i手11月分

くら しの情報

ホット求人情報

若
・
十
名

一

名

若
干
名

<t:＇求人情級一覧表』もご利用下さい ｛商工叡光i重力ウンヲーに展示｝
也・〈わしい・ーと1：.魚，章公衆’車線安定員行側自分宴 会82・0198へお問い会わせくたさい．

ま
れ
た
人
で
、
栄
養
士
の
免
許
を

有
す
る
か
、
来
年
3
月
ま
で
に
当

該
資
格
取
得
見
込
み
の
人

マ
薬
剤
師

・
埋
学
擦
法
4
L

昭
和
対
一
年

4
H
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
議
削
削
ま
た
は
即日

学
療
法
上
の
免

A
を
む
す
る
か
、

米
年

5
片
ま
で

γ
当
該
資
栴
取
得

見
込
み
の
人

マ
視
能
訓
練
＋h

昭
如
刊
叫
年
4
月

2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人
で
、
川
悦
能
川
州
似
しし
の
免

花
川
を
ト
付
す
る
か
、
米
年

5
川
ま
で

に
中
1
議
資
栴
取
件
見
込
み
の
人

マ
湖
周
J
H

調
理
員
の
免
許
を
む
す
る
人

そ
の
他
の
条
件

一
殺
事
務
職

・
栄
養
土

・
調
理

員
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
学

業
の
た
め
転
出
し
て
い
る
人
に
限

守令
。

試
験
の
日

・
場
所

千
成
4
年
l
川
中
旬

予

定

例

u町
役
場

受
付
け
期
間

平
成

3
年

U
月

l
H
（
全
）
か

ら
日
月
初

U

（
上
）
ま
で
役
場
総

務
ぷ
で
司
会
け
付
け
ま
す
。
却
し
く

は
総
務
誠
人
事
係
（
宮
内
線
2
0

7
｝
へ
問
い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

－
泊
病
院
外
来
食
堂
経
営
者

町
立
泊
病
院
内
の
外
米
食
堂
経

営
者
を
募
集
し
ま
す

募
集
内
容

制
別
刷
談
に
よ
リ
詳

細
に
説
明
し
ま
す
。

申
し
込
み
・問
合
せ
先

日
月
日
日

附
ま
で
に
的
病
院
半
務
付
庶
務
係

（
宮
m
i
l
l
6

0
内
紘
2
1
1｝

へ
。
申
し
込
み
問
紙
は
事
務
川
庶

務
係
に
あ
り
ま
す
。

－
町
営
住
宅
町
陽
明
入
居
者

募
集
戸
数

入
居
期
日

募
集
期
間

円

ωま
で

家
賃

月
額
2
2
0
0
0
円

敷
金

月
額
家
釘
の

3
か
月
分

そ
の
他
、
入
屑
資
格
や
巾
し
込

み
↑
刀
法
な
ど
の
聞
い
介
わ
せ
は
役

場
処
設
課
（
宮
内
総
2
1
8
）
へ

11 11 l 
JJ H r; 
1 15 
日日

附（特

か
句

7 

－
自
主
同
年
海
外
派
遣
団
員

派
遣
国

ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
タ

派
遣
期
間

千
成
4
年

5
片
鉛
円

か
ら
6
H
7
日
ま
で

｛
U
H
間
）

団
員
負
担
金

約
れ
が
円

募
集
部
門

一
般
投
び
民
業
部
門

募
集
期
限

け
川
口
日

ω

り

年

金

は

一よ

一

あ
な
た
が
主
人
公

一Y
骨』

一
日
小
に
住
む
加
川崎
以
卜

「
川
げ
」

ω必
水
制
の
人
は
す
べ
て

一金

一
川
民

Zに
加
入
す
る
こ

一町
コ

と

に

な

勺
て

い
ま
す
。

「
い

」

加
入
す
る
人
は
、
次
の

3
利
矧
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

。
第

1
号
被
保
険
お

日
営
業

・
民
林
漁
業
朽
な
ど
と

そ
の
’
拠
さ
ん

・
学
生
等

。
部

2
サ
被
保
険
打

阿
佐
年
全
保
険
ま
た
は
共
…
同
組

介
に
加
入
し
て

い
る
人

。
第
3
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
消
組

合
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ
て
い

る
配
偶
者

第
ー
は
す
被
保
険
者
以
び
第

3
号

被
似
険
者
の
卜々

々
は
加
入
下
就
き

を
せ
ず
肱
川
し
て
お
き
ま
す
と
、

2
年
を
過
ぎ
」
て
し
ま
っ
た
則
川
は

時
効
に
な
り
、
ト
本
納
期
川
と
同
じ

扱
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

左
後
や
万

一
の
と
き
、
私
た
ち

の
生
活
に
と

っ
て
大
き
な
ト
え
え
と

な
る
図
民
年
金
。
あ
と
で
後
悔
し

な
い
よ
う
こ
ま
め
に
千
続
き
を
し

ま
し
ょ
う
。

－
平
成

3
年
刊
｛
月
号

＠

合口口縁…・・人が丘いにjellよくなゥたり愛し合うよ7にな勺たりするのは．不思決なt止または凶＊＊によるのだといjこt，広〈男立＼犬枇
友人などの仲についていうのに用いるe

””” l
 
（
 



－
あ
し
ら
せ
か
わ
ら
版
＠

団
員
資
格
な
ど
詳
し
い
こ
と
は

教
育
委
員
会

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

一
樹
・
障
子
の
張
り
替
え
講
習

一

日
時

日
月
比

Hω
・
日
日
附

午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で

場
所

黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン

タ定
員

初
人

参
加
費

1
0
0
0
円
（村
料
費
）

申
込
み
・
問
合
せ

日
月
7
日
制

ま
で
に
黒
部
職
業
能
力
開
発
セ
ン

ステキな名前をつけてくださいる
ほ
か
、
支
給
期
間
が
義
務
教
育

枕
学
前
か
ら
3
税
未
満
に
、
ま
た

支
給
月
制
も
増
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
4
年
中
は
部
l

子
は
今
年
l
月
2

H
生
ま
れ
以
降

第
2
子
以
降
は

5
歳
未
満
が
対
象

に
な
り
ま
す
。

受
付
け
開
始
・：
日
付
1
臼
か
ら

受
付
け
場
所
・・
役
場
住
民
課
福
祉
係

も
っ
て
く
る
も
の
・：
印
鍛

・
通
帳

（
公
務
員
は
勤
務
先
へ
）

詳
し
く
は
住
民
課
福
祉
係
（
内

線

1
1
6
）
へ
c

（消防団秋季演習1
期日ll月4日（月）
場所町内全滅

時間 午前7跨凹分
当日は演習招集
時と消防車による
町内巡回時にサイ
レンを吹鳴します
ので． 火災と間選
えないよう注意し
てください。

（〒

mm黒
部
市
荻
生
3
2
0

0
告
白
1
0
2
5
1
）
へ
。

場
所

黒
部
保
健
所
講
堂

受
講
料

無
料

内
容

・
白
分
の
か
ら
だ
を
知
ろ

う

・
救
急
桁
の
点
検

申
込
み

・
問
合
せ

H
H
6
日
附

ま
で
に
県
部
保
健
所

（
告
白

l
i

2
2
4
）
へ
。

一

お
忘
れ
な
く

一

一
年
末
調
整
説
明
会
一
一

魚
津
税
務
署
で
は
今
年
も
次
の

と
お
り
年
末
調
整
説
明
会
を
行
い

ま
す
。
当
日
は
年
末
調
整
関
係
の

書
類
を
配
布
し
ま
す
か
ら
関
係
者

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

日
月
初
制
附
午
後
1
時

泊
分
か
ら

場
所

役
場
4
階
大
ホ

l
ル

一

受
け
て
安
心

一

一

が

ん

検

診

v一

日
時

日
月
口

H
州

午

前
9
時

か
ら
午
前
山
時
ま
で

場
所

保
健
セ
ン
タ
ー

検
診
項
目
・
料
金

聞
が
ん

・
子

宮
が
ん

・
乳
が
ん

・
大
脇
が
ん
の

各
検
診
そ
れ
ぞ
れ
制
円
（
た
だ

し
、

ω歳
、
切
歳
、

ω歳
の
入
、

越間寛子、松井敬志、松沢友

美、中川優子、手塚貴英、債

川徹、中村登志美、徳光小百

人円、五箇庄地区食休日恨戊、ムM

官川れ同輩、会永井的裕、ム三岡林

恒峰、※古井直人、※広崎正、

松田誠、斉藤昌宏、鍛治譲、

安旧世紀子、金似大、浜川和

哉、近江徳子、ルm被秀川市、泌

上谷志穂、浜川真紀、追分麻

虫、広田正美、片桐千忠、南

保地区会川合純次、谷地元寿

校、江湖千春、川合純一、中

山江宏、土井普太郎、谷口英

樹、佐出川什英、土井他太郎、

山崎地区※大組勝也、※本

田淳子、※久保田淳子、※安

達政昭、※水野桂三、久我口

む、．K沖出英、水野忠、秋山

町の工事発注状況 Fヌ
一一IHTが入札を行・ったものをぬ載しています一一ー <9月 1日～9月30日〉

工 ギ 名 場所
完成 1市 fl 業者 担当談
予定 金額

i’l 末上建設 Jf-H・本大平地区似j火水槽設置工事 大平 10月 3,605,000 
株式会社 水産諜

町道大家庄焼却i場線J広幅
三枚橋 3月 28,634,000 

小川建設工
建設諜

改良工事 業株式会社

叩
政
以
上
の
人
は
無
料
で
す
）

申

込

み

日

月
日

umま
で
保
健

セ
ン
タ
ー
（
岱
m
l
3
3
0
9
）
へ
。

一
第

i
子
か
ら
支
給
に

一

一
児
童
手
当
制
度
改
正

一

来
年
1
月
か
ら
児
童
手
当
制
度

が
変
わ
り
、
従
来
第
2
子
か
ら
だ

っ

た
支
給
対
象
が
第

1
子
以
降
と
な

浩
二
、
山
本
的
代
、
野
口
篤
史
、

水
口
和
明
、
名
越
澄
半
、
一長
津
永

和、

大
家
庄
地
区
会
点
英
徳
、
山

岡
久
刷
、
水
針
元
子
、沢
井
崇
慶
、

前
川
佳
浴
、
石
情
誠
、
古
木
降
、

沢
田
佳
奈
子
、
（
以
上
位
名
）
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

働く意欲を応援したい
低賃金のストッパーiiきます明るくゆとりある家庭
あt低賃令未i似て’i必於以を廓崩する ζ とは
M:ff¥:t"l金法で？だじ られています。今す ぐ附か
めましょう ／ あなたのH全．従党1-iのI＇（令

~~flU\ ~の金額

aγ同高額
4.212円I527円

ぶしいニと：：. . 魚 ； lb）·例 J，~•H長官密（ft23=0519 Jへ似，，.
frわせ〈だきい

i車ffl1i:JIH

'fli£3年JOi・JI LI 

~itll 県最低lit.

とその通用範凶

生活必需債額格
10月分（11,:JHO日現在術主） 単位； ；円

均 f出 千持
u「，’， 名

10月 前月比 前年同月比

if ソ ン
132 。 7 芋i (jJ卜J乙ie l 

1由士l idl 
I ,013 。- 74 

~ （向己！ti品el 

巴B L tf ス
3,073 。+ 310 ”” ( 5 Ill') 
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しょう illl 
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食
サラタ泊
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ヰユ '.fl 
252 一 3 + 32 ( l fハヌ7入リ ）

’1・- l~：j Qz5 - so 
(•·I ’｜央jもし100g) 

8ま l勾
190 ＋ I ＋ 3 当E （ 中 I勾もり~日 ）

治 （ Mサイ·~河（.＜fe出＇fl~！J 卵l｜ 219 - 13 - Jo 
鎖ー

ヰ： i.J 、zー.. 
196 + 13 - 19 

( i"r・i!fl,f,', I I、百）

食
｛ま 1.l も、 し よ

282 - 66 ＋ 15 ( i~·jlli,'.!, 1 kg) .,,. 
ri・n' ~ ’＼ ， "/ 

ー・祇：b
べ )+ 43 II ( -¥Uf jlfl,',/, I l、；g)

、、司・’ . 
人 手p"' 

＼ノ

｛’11：；凶品 Ikg) 420 + 77 十 91
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日
時

日
月
8
臼
幽
か
ら
お
日

ω

ま
で
（
午
後
7
時
ぬ
分
1
午
後
9
時
）

場
所

朝
日
町
福
祉
セ
ン
タ
ー

講
師

殿
村
謙
太
郎
、
越
間
松
子

住
吉
由
佳
子
、
七
沢
腿
子

申
込
み
・問
合
せ

教
育
委
員
会
へ

中
央
公
民
館
版
画
教
室

30 日 山弔問

分 時
か
ら 11
午月
後 13
3 日
時 （水）
30 
分 午
ま後
で 1
時出明、

家

庭

看

護

教

室

lllJが ／I：資している判IIrtH業開発株式会社で、は，米秋
オープンチ乏の コミュニテ ィホールの名称、を募集して
います。町内外を1::iわず l人制点でもj必荻でき ます。
ふるって応募してください。
．応募方：去 宵．製ハカ駒占fまた｛まノ、カψキ大の「II奇氏に｛宇1’1
1点と．裳同にfr所．氏r..if荷台．職業．電話番号
を告為、て朝円商業HH~e株式会社 （千~：rn-01 街 ILr !\'I~ 
下新川部事！］トllllj'滋 ド155）へi返ってください。 （締切
11月30日）
・問合せ先 ~干しいことは判 ｜｜ 尚業附発（株）包0765 一
83-1490へ附L、合わせを。
なお． 同村ではシ ヨソピン グセンターの~；粉、とシン
ボルキャラクタ ーマークもあわせて募集しています。

愛
の
献
血

協
力
者
名
（

9
月
実
施
分
、
会
印

は
棚
J

鵬
、
※
印
は
成
分
、
そ
の
他

は
捌
叫
献
血
者
）

境
地
区

水

島
克
枝
、
渡
辺
公
夫
、

水
島
松
緑
、
宮
崎
地
区
※
水
島
光

久
、
竹
谷
直
美
、

一回
谷
真
理
子
、

竹
山
竹
似

一
、
笹
川
地
区
※
堀
内
英

顕
、
泊
地
区
A
H

束
崎
雅
美
、
会
上

野
渉
、
※
鷲
好
チ
、
※
久
針
木
栄
、

酒
井
紀
子
、
山
田
典
子
、
黒
坂
博

志
、
丸
岡
由
昔
、
尾
崎
信
行
、
平

坂
総
司
、
土
肝
心
ぶ
イ
、
作
井
健
一

、

主
愛
理
、
水
島
大
樹
、
大
高
美
樹
、

込
尾
武
、
肘
波
宏
作
、塚
本
洋
子
、

越
間
美
菜
、

一
牛
坂
麻
紀
、
長
谷
美

由
紀
、
米
国
志
保
、
北
山
健

一
、

長
井
真
澄
、
松
田
字
宏
、松
原
館
、

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

新
し
い
本

（
一
般
書
）

ホ
l
ム
カ
ミ
ン
グボ
ブ

・
グ
リ
ー
ン

円
偉
人

・
天
オ
た
ち
の
食
卓佐
伯
マ
オ

食
い

し
ん
ぼ
う
の
釣
り
船
伝

宏

説
が
知
ら
な
か

っ
た
子
の
愛
し
方

わ見
｝｜｜ 

佐
木
降
三

こ
ん
な
病
気
が
ふ
え
て
き
た

l；。！
日
新
作lJ
十｜：

こ
れ
こ
そ
わ
が
人
生

杉
良
太
郎

若

・
抗
の
砂
と
一汁
の出
円
奔

路
島
部
門
医
州
－Md
・－
リ
叫
者
グ

ル
ー
プ

（小
説
）

ナ
イ
ト

・
ダ
ン
サ
ー

4PT御

私
軒
ア
ン
ナ

氷
室
冴
子

山
崎
洋
子

背
負
い
水

い
も
う
と
物
語

ホ
テ
ル
ウ
ー
マ
ン

認泊・

銀
座
の
カ
ラ
ス

幸
福
な
遊
戯

恋
愛
さ
が
し

卓
鎖
パ
リ

・
東
京
殺
人
ル

l
卜
西
村
京
太
郎

小
京
都

・
郡
上
八
幡
殺
人
事
件

山
村
美
紗

ね
完じ角維
似め回名
柿正光
一一代誠

本
の
紹
介

「小
説
横
綱
千
代
の
富
士
」

の
実
像
に
迫
る
。

O
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
や
き
も
の
大
百
科
」
全

3
巻

朝
日
町
ロ

ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

〈〉
お
知
ら
せ

日
月
は
日

ωか
ら
日
月
日
日
川

ま
で
、
館
内
務
理
の
た
め
休
館
し

ま
す
。－

平
成
3
年
刊
月
号
＠

ー
門
庁

口口帯水・－－一筋の慌のような．狭い水のiiiUtや海峡のことをいう。また，そのような狭い水を蹴てて近接していることLいう。ov 

そ

烏口之o.....カラスが集合したかのように、統一も規律t~－ ＜ ， 数が多いだけの~f：・衆や軍事トのニとをいう 。 カラスの~Hlが無秩序であると
ころからくる言葉。

(13) 



身近な話題を待っています（ft83-1100内線204）ヘ。

一一 鍋島さんに労働大臣表彰 一一

富
山
県
市
町
村
会
館
で
九
月
十

一
日
に
聞
か
れ
た
障
害
者
雇
用
促

進
大
会
の
席
上
で
、
鍋
島
信

一
さ

ん
（
殿
町
）
が
労
働
大
聞
か
ら
優

良
勤
労
障
害
者
と
し
て
表
お
さ
れ

ま
し
た
。

鍋
出
さ
ん
は
、
社
会
に
出
て
二

十
三
年
。

こ
れ
ま
で
も
全
国
防
寄

針
技
能
競
技
大
会
や
体
育
大
会
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
る
な
ど
、
勤

労
障
害
者
の
段
範
と
し
て
活
躍
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今

回
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。

障害を持つ勤労者のお手本

あなたの回りの広報係では，News & Topics 

!; 
松波町

JI!J.ヶ Fi・.

}l!J.ヶ丘

H 山

f戸 tl!J’

j土 :'f;11崎

長官 水

徽水

三人目の誕生
おめでとうございます

窃電r~φ倉健

酒井範男長女 l・ff 衣
折谷斉長男 f資材：

井藤浩昭 2女沙1111tm

#j:田博日首長男利｜ 弘

篠田彰彦長男彬 ~＊I

谷 )R長女美 l咲

米谷1士一長女真以美
林絡一長努広 !J;';

一一 南保地区の渋柿初収穫 一一

ふるさとの秋が詰まっています
同肉色WJ~宋留怠渉主え~
－一 台風19号で町にも大きな被害 一一

rl1J I場 町

舟 Jll新

舟 Jll新

篠田将司 2女 奏

岡削j告義 2女糸 卒後

藤井克L幸雄長女哩！ 絵

レ附川山
村
山
州
制
へ
い
の
持
さ
ん
が

ん
月
二
十
七
日
、
休
耕
国
を
利
用

し
て
栽
培
し
て
い
た
渋
仙
の
初
収

般
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
渋
川
は
、ト
削
似
の
越
と
小

児
地
区
の
農
家
．h
卜
六
軒
が
昭
和

六
十
二
、
一一一
年
め

二
年
間
で
約
二

千
本
の
苗
木
を
凹

・
八
お
の
休
耕

凶
に
刷
、
ぇ
、
育
て
て
い
た
も
の
で
、

こ
の
日
初
め
て
約
卓
千
似
を
収
織
。

さ
っ
そ
く
選
別
機
で
五
段
階
の
大

き
さ
に
よ
り
分
け
、
ア
ル
コ

ー
ル

に
よ
る
脱
渋
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
五

H
後
、
渋
昧
が
と
れ

卜
1

く
正

勺
‘】

「H
九件、
’H

＋ゐ
、

7

4
1

〈
f

c

f

u

n
－－ι和
」
（

升l

巣
市
場
へ
初
出
荷
さ
れ
た
ほ
か
、

町
の

「
味
の
ふ
る
さ
と
便
」
と
し

て
ん
よ
同
各
地
へ
送
ら
れ
ま
し
た
の

長
ν
叫
比
帆

向
島
官

由
回叫

F
－
r
g守
中
、

6
4ιτ
紘
込

d

－A
W

．。a古
r－
ze，
て
血
町
会
か

ん
句
作
ザ
ロ
ιマ，
vh

a

h－L
リ
れ
’o
の

t
－

W
4
6
P
1
k
R
Z
u
d内

J

ド‘n
・p
－、．、・・h“
今
丸山
7

e
，r作
X
E庁
山
舵
白
川
崎
同

1
4
j
J

，

！
 

。i
’
ー」
A

1
4
2

；

hZFAJ
小

Z

E
叶

全
国
各
地
に
無
残
な
ツ
メ
跡
を

残
し
た
台
風
十
九
号
は
、
日
本
海

を
九
月
二
十
七
日
夜
か
ら
二
十
八

日
未
明
に
か
け
て
通
過
。
県
内
各

地
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

制
日
町
で
は
、
二
十
八
日
午
前

準
時
半
こ
ろ
か
ら
本
格
的
に
風
い
か

強
ま
る

一
方
、
午
前

一
－時
に
は
泊
で

な
ん
と
気
拡
三
六

・
五
度
を
記
録

す
る
な
ど
、
台
風
の
通
過
に
よ
る

フ
ェ
ー
ン
現
象
で
気
出
も
急
上
品

し
ま
し
た
。

幸
い

、
火
災
な
ど
は
起
こ
ら
な

か
っ
た
も
の
の
、
吹
き
荒
れ
る
暴

風
に
よ
り
被
害
が
続
出
。
寺
院
や

民
家
の
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、

作
業
所
な
ど
が
全
壊
し
た
ほ
か
、

各
地
で
屋
似
九
や
ト
タ
ン
が
飛
ば

さ
れ
た
り
、
樹
木
が
倒
れ
る
な
ど

の
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

経込7
J克

ム；山田T
非！；下回j

~－~聞）

JJ 山

県高I¥ili 

て言

窃Uク窃＠合会館

道成

利恵子

辰 if•
育下

安［｜行

優 子・

島

我

品

崎

回

口

水

曽

背

長

西

山

，fl
』
合
l
l

‘、，
I
l
J

、EE
、〆
l
l』
令
l
l

、

コ脚
立
ι鞍
一ヌ

韻
圏
圏
一一一
豆
油

一以

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

ー

町
長
と
話
す
集
い

｜

「
明
日
の
朝
日
を
考
え
よ
う
」
を

テ
ー

マ
に
川
．
長
が
町
内

l
地
が
い
を

M
る

「
町
長
と
話
す
集
い
」
い
か
、

今
年
も
十
月
四
日
の
山
崎
地
区
を

皮
切
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
生
の
声
を
お

聞
き
し
、
川
政
に
取
り
入
れ
よ
う

と
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
出
す
集
い
、

今
年
も
十
一
月
上
旬
で
存
地
区
を

一
巡
し
ま
す
が
、
数
多
く
の
立
見

や
袋
望
は
今
後
の
町
づ
く
り
に
大

い
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
 

－
ま
ち
の
う
ご
き
⑪

ー
⑧
二
人
三
脚
半
世
紀

電話？

ー

金
婚
を
祝
う
感
謝
の
集
い

｜

十
月
七

U
、
「
全
燃
を
悦
う
感
謝

の
民
い
L

い
か
役
場
川
附
大
ホ
ー
ル

で
聞
か
れ
ま
し
た
ζ

こ
の
集
い
に
は
、
昭
和
十
六
年

一
円
か
ら
同
」1
七
年
三
片
ま
で
に

砧
叫
附
さ
れ
た
ζ

去
何
7

一・十
一ニ
制
の

う
ち
二
十

一
…
測
が
山
附
。
町
長
か

ら
姪
谷
和
紙
を
使

っ
た
祝
い
状
と

笹
川
焼
き
の
夫
婦
沿
駄
み
を
贈
ら

れ
た
金
婚
さ
ん
は
、
そ
の
あ
と
パ

タ
パ
タ
茶
を
飲
み
主
い
か
ら
似
打
同

児
た
ち
の
か
わ
い
い
歌
や
制
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。

~~（！，＼）~~~ 

戸圃闘守E慣覇！月と務協b
翠鍾額

一＿＿Ji~i 
町プ

た
気
万

こ
し
主
ん
ぼ
う

｜
｜

南
保
小
児
童
が
越
山
房
で
陶
芸
教
室

｜

南
保
小
学
校
の
五
、
六
年
生
令
う
と
聞
か
れ
た
も
の
で
、
野
村
さ

わ
せ
て
二
十
三
人
が
卜
月
十
六
日
、
ん
か
ら
説
明
を
受
け
た
チ
ど
も
た

学
校
近
く
の
赤
川
焼
き
窯
元
、
野

ち

は

、
さ
っ
そ
く
作
品
づ
く
り
に

村
彰
さ
ん
の
越
山
房
で
陶
芸
品
作
挑
戦
。
慣
れ
な
い
手
つ
き
で
枯
土

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

を
こ
ね
な
が
ら
も
、
約
二
時
間
て

こ
の
陶
芸
教
室
は
、
ふ

る

さ

と

湯

の

み

や
小
皿
な
ど
の
オ
リ
ジ
ナ

の
文
化
工
芸
に
親
し
ん
で
も
ら
お
ル
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

大 半

'i~ 崎

東 下町

Ja•J i場開

上 i直下
τ｜乙紛II一区

片山

越

竹の内

竹の内

辻告 111命

辻岩崎

殿 町

(fi: 山
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井
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水

野
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佐

松

越

押
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出生届

死亡届

14日以内

7日以内

届け出はお早目に

－
平
成
3
年
刊
月
号
＠

(7）例国之国
(1-0白岩国最

いい伺
口

川
間
出

M
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A
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閃
凶
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A
m
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帥

(5）歯覧~~歯
(12）日国帯水
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ま
た
、肌
党
、
ぃ
同
州
に
は
防
%
、
具
と
し
て
も
役
・斗

て
ら
れ
ま
し
た
の

「
せ
な
か
ち
」
は
、
4
4

に
久
性
や
子
供
が
稿
用

し
ま
し
た
が
、
利
の
中
で
も
や
や
特
い
州
物
を

h
h
z
z
h
 

運
搬
す
る
際
、
例
え
ば
畦
一弘
の
一取
リ
入
れ
や
稲

運
び
、
あ
る
い
は
う
ま
ご
い

（馬
の
肥
料
）
の

つ
ん
ぽ
リ
（
肥
料
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V
「
天
災
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
：・
」
と

は
よ
く
言
わ
れ
る
こ
し
乙
で
す
が
、

「台
風
十
九
号
」
が
通
過
し
た
九

月
二
卜
八
日
の
明
け
万
、
町
の
バ

ト
ロ
ー
ル
中
に
乗

勺
て
町
内
を
見

て
凶
り
ま
し
た
。
押
し
つ
ぶ
さ
れ

た
リ
民
似
が
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
挫

物
、
倒
さ
れ
た
大
木
な
ど
を
目
の

あ
た
り
に
し
、
改
め
て
向
然
の
脅

威
を
感
と
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

V
ま
た
、
今
回
の
台
風
で
驚
か
さ

れ
た
の
は
、
フ
ェ

ー
ン
現
象
に
よ

る
気
協
の
上
昇
。
山
で
三
六

・
五

伎
を
記
科
す
る
な
ど
、
ト
共
ぃ
以
以
卜

の
熱
胤
が
吹
き
抗
れ
ま
し
た
の
小

午
八
都
市
の
よ
・7
な
ト人
火
災
の
先
生

を
心
配
さ
れ
た
人
も
多
か

っ
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

v
e大
災
の
恐
ろ
し
さ
は
、こ
う
し
た

二
次
災
害
の
誘
発
。
う
っ
か
り
し

た
火
の
不
始
末
な
ど
が
忠
わ
ぬ
大

災
害
へ
と
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
は
、
火

災
の
起
き
や
す
い
シ
ー
ズ
ン
。
天

災
は
別
に
し
て
も
、
人
が
原
因
と

な
る
よ
う
な
災
い
は
、
何
事
に
せ

よ
起
こ
し
た
く
な
い
も
の
で
す
。
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